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ポンないし粉ひき橋には 10 台強の水車があり，14 世紀には大聖堂参事会，サン・ジェルマン・
ロクセロワ教会，聖堂（タンプル）騎士団修道会，サン・マルタン・デ・シャン修道院，サン・
ラードル院，サン・マグロワール教会，サン・メリー教会，サント・オポルチュヌ修道院の各参















































出すが，民衆が土台を埋め，近隣のユグノー宅 3 軒を襲撃した．17 日の暴動の翌日，十字架は




























の第三身分選挙区として設定され，パリを 60 に区分した），セクション（1790 年 48 にパリを区

















ければなるまい」（1791 年 4 月 7 日木曜日，気温 16 度，南の風，快晴，暑い）48．国民公会は
1794 年のグレゴワールの提案により，技術工芸の殿堂として，サン・マルタン・デ・シャン修








あるが，サン・マルタン門脇でも 1814 年ポルト・サン・マルタン座が旗揚げした．1822 年のイ
ギリス人劇団によるシェークスピア「オセロ」の上演は反英意識により失敗したが，ヴィクト
ル・ユゴーやアレクサンドル・デュマの劇の初演により好評を博した53．1862 年には，ガブリエ



































































































































の，同書にはパリ史に関わる章もいくつかあり（第 3 章の佐々木真論文は拙稿前編注 70，75，76 と，

























ように思え，そこからどう判断を下すかの方が問われると思うのである．これは，前編 95 頁注 113
で述べた，2010 年の私の論文の最大の問題点でもあったと考えている．
２　近世史部分において，以下の点での修正や補足が必要である．第一に，66 頁の地図においては，シャ




　　　第二に，80 頁の注 42 における軍事革命論については，パリの稜堡や軍事博物館史料を用いる手も
あるかもしれない．佐々木真（敬称略，以下同じ）は，「フランス絶対王政期の軍隊と社会　　補給
問題を中心に　　」（『駒澤大學文學部研究紀要』第 56 号，1998 年 3 月，11～35 頁）や「スペイン継
承戦争とフランドル地方」（『駒沢史学』第 59 号，2002 年 7 月，82～100 頁）等でこのテーマを扱っ
ており，一部はパリ史に関わってくる．








はモナルコマキに転換し，しかも私人にもその権利を認めたために，アンリ 3 世・4 世の暗殺事件が
生じているという．
　　　第四に，82 頁の注 54 について，セルヴァンドーニ街は 1806 年に命名されたため，「アラミスはセ
ルヴァンドーニ通りの角に住んでいたわけではないことは確実である」（中編注 7 で挙げたアザンの
著書の 109 頁による）ことも補足しておく（注 54 は当然「ラ・ロシェル陥落後」である）．なお，
1642 年以降，ダルタニャンはチクトンヌ街の牝鹿亭上階に住んでいることになっている（『ダルタニャ
ン物語 3　我は王軍，友は叛軍』講談社文庫，1975 年）．
　　　第五に，82～83 頁の注 56 において，私は林田論文と嶋中の研究を対立的であるかのように書いて
しまったが，実際には林田伸一『ルイ 14 世とリシュリュー』（山川出版社世界史リブレット人 054，

















　　　第六に，83 頁注 60 に関して，ゴブラン織りについての佐々木真の研究（「ゴブラン製作所と『ルイ
14 世記』　　タピスリーにみる王権の表象　　」『駒澤大學文學部研究紀要』第 67 号，2009 年，21
～47 頁）を挙げねばならない．その他，彼は「ヴィクトワール広場と王権の表象」（『駒沢史学』第
64 号，2005 年 2 月，271～288 頁）等のパリ史関連の一連の論文を発表しており，それらは『ルイ 14
世期の戦争と芸術　　生みだされる王権のイメージ』（作品社，2016 年）にまとめられている．なお，
近世の儀礼については前編 76 頁注 25 でふれたが，小山啓子は「近世初期フランスにおける国王儀礼
の変遷　　王位継承儀礼と入市式を中心に　　」（『西洋史学論集』九州西洋史学会，第 36 号，1998
年，19 ～ 40 頁）等の一連の研究でこのテーマを扱っている．














　　　T. C. W. ブラニング（天野知恵子訳）『ヨーロッパ史入門　フランス革命』（岩波書店，2005 年，










































123 編第 7 号，2014 年 7 月，113～122 頁）．ただし，柴田が革命も改革も共に重視し（005 ～ 006 頁），
革命とは別の形をとった可能性（199 頁）を述べているとしても，「発展段階論を基本的な枠組としな
がらも，複数の発展経路がありうる」（006 頁）というスタンスは変えず，基本的には 2006 年の岩波




　　　第二に，87 頁注 76 では，樋口陽一の 1994 年の著書を受けて，遅塚忠躬の 1991 年の論文が書かれ












秩序，公共圏　　」（『史學雑誌』第 110 編第 11 号，2001 年 11 月，62～85 頁）も参照のこと．
　　　第三に，88 頁注 83 に関わる重要文献として，中野隆生『プラーグ街の住民たち　　フランス近代
の住宅・民衆・国家』（山川出版社，1999 年）を挙げておく．
　　　第四に，90～91 頁注 90 において，植民地問題を取り上げたが，杉本淑彦は「エジプト遠征の記憶」
（服部春彦・谷川稔編『フランス史からの問い』山川出版社，2000 年，246～269 頁）や，現代史では
あるが，「失われたもう一つの解放　　一九四五年フランス国民の帝国意識　　」（『静岡大学教養部
研究報告　人文・社会科学篇』第 26 巻第 2 号，1990 年，75～104 頁），「第二次世界大戦占領下フラ















史研究の可能性」（『西洋史学』第 205 号，2002 年，63～77 頁），「フランス革命における新聞版画と
テキスト」（『歴史学研究』第 811 号，2006 年 2 月，36～49 頁）や赤司道和「フランス七月王政期の
労働者新聞　　労働者の批判的社会意識形成に関する試論　　」（『西洋史論集』北海道大学大学院文
学研究科西洋史研究室，第 11 号，2008 年，91 ～ 125 頁）等を参照．
　　　なお，89 頁注 83 で挙げている文献の一つは，正しくはデヴィッド・ハーヴェイ（大城直樹・遠城




４　現代史部分における修正・補足は以下の通りである．第一に，92 頁注 97 のロジェ・マルタン・デュ・
ガール（山内義雄訳）『チボー家の人々』（原著 1922～40 年）について，邦訳の出版社・出版年に関
する記述が脱落していた（白水社，1956 年）．
　　　第二に，93 頁注 100 の不戦条約（ケロッグ・ブリアン協定）については，牧野雅彦『ロカルノ条約


























６　前編 62 頁．なお，パリ市史に限定しても帝国主義や国際関係の側面も垣間見えることは，前編 91 頁
注 90 で触れた．後編では n 地域論との関わりで再論したい．
７　エリック・アザン（杉村昌昭訳）『パリ大全　　パリを創った人々・パリが創った人々　　』（以文社，















14　ゾラ（古賀照一訳）『居酒屋』（新潮文庫，1970 年，原著 1877 年）．
15　ラリー・コリンズ＆ドミニク・ラピエール（志摩隆訳）『パリは燃えているか？新版』（早川書房ハヤ
カワ文庫，2016 年，原著 1965 年，第三部 8）．
16　饗庭孝男編『パリ　歴史の風景』（山川出版社，1997 年），14～15 頁．
17　ルネ・ミュソ＝グラール（加納修訳）『クローヴィス』（白水社文庫クセジュ，2000 年，原著 1997 年），
サン・マルタン・デ・シャン修道院は，聖マルティヌスの奇蹟が起こったとされる場所にベネディク
ト会が建てた小礼拝所だった（アルフレッド・フィエロ（鹿島茂監訳）『普及版パリ歴史事典』白水









32 号，1994 年，1～20 頁）等を参照されたいが，彼は「パリ司教座教会参事会における共同生活（9




究』第 16 巻第 2 号，1997 年 12 月，21 ～ 32 頁，コメントは 33 ～ 36 頁）は，サン・ドニ通りと関わ
るものではないが，視点として重要である．
19　フランクラン『排出する都市パリ』，4～6 頁．この頃のパリの道路行政については，フランクラン『排
出する都市パリ』の 7 頁以降と，250～265 頁の王令を参照．当時のパリでは，ごみや排泄物は道路に
捨てられ，それを放し飼いにされた豚が食べており，相次ぐ王の禁令によってもなかなか改善されな
かった．メルシエ（原宏編訳）『十八世紀パリ生活誌』上巻（岩波文庫，1989 年，原著 1782，83，88
年），108～116，128～129，145～149 頁等を見れば，パリの街路の汚さは 18 世紀でも相当なもので
あったことがわかる．なお，中世パリのグラン・ポン（大橋）の変遷については，高橋清德「中世パ
リの粉ひき業と領主権」『専修法学論集』第 82 号，2001 年 9 月，1 ～ 38 頁を参照．それによれば，
後のノートルダム橋の場所に架かっていたミブリ板橋がかつてそう呼ばれていたが，861 年シャルル
禿頭王がノルマン人対策として「ポンス・マヨール」とグラン・シャトレを建設し，翌年その橋をパ















実験が 1430 年代に数回行われている．15 世紀にはイノサン墓地前でも，焼け焦げパン専用の販売場
所が置かれた（フランソワーズ・デポルト（見崎恵子訳）『中世のパン』白水社 u ブックス，2004 年，
原著 1987 年）．なお，1183 年以前，レ・アールにユダヤ人街があった可能性があるという（神崎忠昭
『ヨーロッパの中世』慶應義塾大学出版会，2015 年，234 頁）．また中世レ・アールには罪人の晒し台
も置かれていた．



























研究』第 10 号，1981 年，53～78 頁），70～71，62，64～66 頁．
29　高橋清德「中世パリにおける絹関係諸職業（一）　　パリ同業組合規約の訳・注解　　」（『千葉大学





















前掲書上巻，66～67 頁注 1 参照），フィエロ前掲書のサント・カトリーヌ病院と思われるが，このよ
うにサン・ドニ通りには複数の施療院が置かれている．
31　グラン・シャトレは，禿頭王シャルル 2 世が 870 年頃，橋の防衛のために建設した木塔が起源とされ，
109
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1130 年にルイ 6 世が石造要塞に建て直した．市壁建設により，裁判所兼牢獄となり，クレマン・マロ




手続　　フランス民事訴訟法史の一齣　　（一）」（『産大法学』京都産業大学法学会，第 14 巻第 3 号，
1980 年 12 月，原著 1886 年，41～69 頁）（二）（同第 14 巻第 4 号，1981 年 3 月，110～171 頁）も参
照．なお，パリの商事裁判所では，月，水，金曜日の午前・午後の数時間，サン・メリィ聖堂付近で
公判廷（オディアーンス）が開催されていたという（グラソン（塙浩訳）「フランス商事裁判所略史」
『神戸法学雑誌』第 30 巻第 4 号，1981 年 3 月，原著 1897 年，923～959 頁の 941 頁）．
32　ジャック・ダヴー伯（橋口倫介・大島誠・藤川徹編訳）『ドキュメンタリー・フランス史　エチエン
ヌ・マルセルのパリ革命』（白水社，1988 年，原著 1960 年）によれば，レ・アールは王太子シャルル
が 1358 年 1 月 11 日にマルセルの反対を押し切り市民に演説をぶった場所であり，また 7 月 31 日に
マルセルが殺された際，王太子派が集まった場所であり，罪人が処罰された場所である．またマルセ
ルは殺害の日，サン・ドニ門で市門の鍵の引き渡しをめぐって守備隊ともめている．なお，サン・メ
リ修道院は主計官殺害犯が逃げ込んだ場所として，1 月 24 日にノルマンディー元帥やパリ代官らに門
を破られている．堀越孝一訳・校注『パリの住人の日記』（八坂書房，2013～2016 年）でも，この二
街路関連の地名は頻出する．『パリ住人の日記 II　 1419－1429』から挙げれば，サンドニ門辺りへの
イギリス軍の虐殺からのポントゥェーズ人亡命者の流入，（1419 年 7 月），英・仏王のサンドニ門から
のパリ入場（1420 年 12 月 1 日），「サントノレ門とサンドニ門のあいだ」へのプセル（ジャンヌ・ダ
ルク）らレザルミノー軍の襲撃と撃退（1429 年 9 月），サンマーティン（サンマルタン）門の数度に
わたる閉鎖，モンマートゥル・サンメリ間のノートルダム僧会の行列（1427 年 5 月 26 日），サンマー
ティン境内でのサンローラン祭・市の開催（1429 年 8 月），シャトレ前広場肉市場の解体（1416 年 5




33　鈴木信太郎訳『ヴィヨン全詩集』（岩波文庫，1965 年，原著 1456～63 年頃）．
34　フィリップ・カヴァリエ（蔵持不三也訳，マリ・ジャフレド＝エイルポルン画）『図説パリ魔界伝説』
（原書房，2012 年，原著 2010 年）はフラメルを錬金術師とする文献を紹介しているが，ナイジェル・
ウィルキンズ（小池寿子訳）『ニコラ・フラメル錬金術師伝説』（白水社，2000 年，原著 1993 年）で
は，フラメルを錬金術師とするのは後世の創作だとしている．事実はともあれフラメルが錬金術師だ
という説は普及しており，前者によれば，ネルヴァルはフラメルに魅かれ，19 世紀にサン・ジャック



















リ奉行とその代理がカジモドを 1 月 7 日に裁いた場所として，本書に登場する．なお，往年の奇跡御
殿の近くには，1799 年のナポレオンによるエジプト遠征後，石版印刷業者が集住したパサージュ・
デュ・ケールが創られた（ヴァルター・ベンヤミン（今村仁司・三島憲一ほか訳）『パサージュ論』
第一巻，岩波現代文庫，2003 年，原著 1928～40 年，74, 83, 89, 98, 106, 113～115 頁）．
36　フィリップ・エルランジェ（磯見辰典編訳）『ドキュメンタリー・フランス史　聖バルテルミーの大
虐殺』（白水社，1985 年，原著 1960 年），54, 60～61, 165～169, 174～175, 185 ～ 187 頁
37　1610 年 5 月 14 日金曜日 16 時ころ，ルーヴル宮を出てアルスナル通りのシュリーを見舞いに出かけた
アンリ 4 世が，混雑のため停車中の馬車の中でフランソワ・ラヴァイヤックにより刺殺されたのは，
サン・ドニ通りからすぐのフェロヌリー通り 11 番地であった（ダンセル前掲書，65～68 頁）．フロン
ドの乱を扱った前掲『ダルタニャン物語 3』では，同じ通りでプランシェが護送中のローシュフォー
ル伯を助け，追われてチクトンヌ通りに逃げ込み，旧主ダルタニャンと再会することになっている
（1648 年 1 月 13 日）．もっとも，『三銃士』においてサン・ドニ通りと最も関わるのはポルトスである．
彼はサン・ルー教会で会ったコクナール夫人とサン・マグロワール修道院のあまり人の来ない場所で
よりを戻し，金を無心するのである（アレクサンドル・デュマ・ペール（生島遼一訳）『三銃士』上
巻，岩波文庫，1970 年，原著 1844 年，462～472 頁）．なお，パトリック・ジュースキントの小説（池
内紀訳）『香水　　ある人殺しの物語』（文春文庫，2003 年，原著 1985 年）の主人公ジャン・バティ
スト・グルヌイユは，イノサン墓地の北側フェール街で生まれ（1738 年 7 月 17 日），サン・メリー修
道院で洗礼を受け，数週間サン・ドニ通りの乳母の下に預けられたという設定である．
38　絶対王政の限界が指摘される今日，このような形での王権によるプロパガンダの在り方が研究の対象









155～210 頁，原著 1979 年）は，シャトレ小法廷文書をもとに，暴力の恒常化していた日常を明らか
にしている．当然サン・ドニ通りやサン・マルタン通りでも暴力は多発している．
　　　なお，アベ・プレヴォの小説（河盛好蔵訳）『マノン・レスコー』（岩波文庫，1929 年，原著初版














40　小倉孝誠『パリとセーヌ川』（中公新書，2008 年），210～219，98 頁参照．揚水設備（33 頁）や洪水
（178～180 頁）についての記述もある．
41　衛生観念については，アラン・コルバン（山田登世子・鹿島茂訳）『においの歴史　　嗅覚と社会的
想像力』（新評論，1988 年，原著 1982 年）や，ジョルジュ・ヴィガレロ（見市雅俊監訳）『清潔にな















リの夜　　革命下の民衆　　』（岩波文庫，1988 年，原著 1788，90，94 年），155～156 頁（1789 年 7
月 22 日）で描いている．なお，チュルゴー改革に際して，サン・ドゥニ街の錠前職人親方ルイ・
ギー・モロー（1775 年 5 月 4 日），サン・マルタン通りに住む帽子工ジョアシャン・フレールジャン，
同じ通りのパントゥー宅に住む帽子職人見習ギヨーム・フラゴレ（共に 5 月 7 日）等，何人かのこの
周辺の住民が大小シャトレ城へ収監されている（エドガール・フォール（渡辺恭彦訳）『チュルゴー
の失脚・下　　1776 年 5 月 12 日のドラマ』法政大学出版局，2007 年，原著 1961 年，948 ～ 963 頁）．
45　ポンソー・セクション，ロンバール・セクションとその東西の隣接区が本稿の 2 街路を含むが，東方
のグラヴィリエ・セクションでは住民 1 万 1100 人（1792 年，3 年後には 2 万 4774 人）のうち，選挙
権（25 歳以上の男子でパリに 1 年以上住み，独立していて 3 リーヴル以上の納税を行っていることが
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